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会長挨拶

司会：　田村康晃君

石井（司）君、伊丹君、篠木君、杉山（順）君、土屋（和）君、

土屋（巧）君、服部君、矢岸君

(＊出席免除会員の欠席者　）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２7/３２　　 　　　８４．３８%　　　　２８/３２　　 　　　８７．５０%

２４/３２　　 　　　７５．００%　　　　　　　　  　　　　　３２名

11月7日　ロータリー奉仕デー　於：楽寿園

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　ロータリーがシカゴで7月1日に始まったからではありませ

ん。1905年にシカゴロータリーが誕生し、その後アメリカ全

土に設立され、全会員数60名でしたが、いろいろなクラブ

が顔を合わせる 、convention（大規模顔併せ大会）を開

こうということになりました。

　1910年にはロータリーがカナダに広がった事により、

international.  convention国際大会と呼ばれるようになり

ました。この国際大会は1911年から、出席をし易いように、

８月の夏のバカンス時の暇な時、行うことが決まっていまし

た、しかし、国際大会で監査報告を発表するためには会

計年度を6月30日迄に終了してくれと、監査人の要望で単

純に決まり、1913年から会計年度が6月になった理由です。

　この国際大会は何をしますか？

私には、明確に答えられませんのでそれぞれ興味のある

方は調べて下さい。規模は行きましたので、わかります。私

が2016年5月29日に韓国旅行に行ったとき、空港、高速道

路、街中、全て、ロータリー一色、Rotary  international 

conventionの看板だらけでした。韓国でロータリー国際大

会が行われていました、ロータリアンとしてこんなチャンス

はないと思い、旅行を中断して、会場に行きました。当

然、ロータリアンなので入場できると思っていましたが、登

録していなかったので入場できませでした。登録するには

地区認証番号、クラブ認証番号、個人番号を聞かれまし

たが、英語を喋れない自分には無理と判断し、諦めて、I 

don’t know so I’m going back to Japan. Thank youと

言って帰ろうとしたら、please wait なんとかなんとかと手

振りで言われ、待っていると日本人スタッフが来て全ての

　先週の土曜日はポリオ撲滅

募金活動を、日曜日にはロー

タリー奉仕DAYの清掃作業

を、委員会の皆さん、参加した

皆さんお疲れ様でした。詳しく

は委員会報告があると思います。

　今日のロータリーの話は、ロー

タリー年度は何故、7月1日から

でしょうか？通常新年度は1月1

日、会計年度は4月1日です。

手続きをやって貰い、入場できました。

　参加しての感想は異様な大規模、ド派手、民族衣装、世

界的公共イメージアップかな？と思いました。

　ロータリーは世界に類を見ない大きな団体だと、実感し

ました。チャンスがあったら行って見てください。

山本良一君：親睦委員の皆さんには毎回準備や受付あり

がとうございます。今年度もあと7か月です。頑張って下さ

い。

中山和雄君：今日は皆様の元気な顔が見られて75歳の

私も元気になります。

スマイルボックス

　　会長 米山晴敏　 幹事 仲原実圭



今日の料理

RLI委員会

（RLIとは？）

ロータリーリーダーシップ研究会（RLI）は、世界各地の地区

に組織された会員地区の他地区合同、草の根レベルの指

導力育成プログラムです。

このプログラムは国際ロータリーによって推奨されています。

ロータリーリーダーシップ研究会（RLI）は3回の理事会と規

定審議会によって強く推奨されました。

RLIは、最近ロータリー・クラブに入会した会員を含む、潜

在的なクラブ役員および他のクラブ会員を対象に、一連の

質の高い指導力育成コースを実施しています。

RLIの目的は、DLから与えられたテーマに関して、参加者

同士で議論を交わす事で、ロータリーに関して色々な角度

から考える機会を得て、参加者個人個人が新たな気づきを

得る場です。そこには、色々なクラブが持つ多様性を認め

自クラブの状況を客観的に見る事でクラブのさらなる可能

性を見出していただきます。

最終的には、クラブの将来のリーダーを育てる目的がありま

すが、新会員にも他クラブの方と意見交換する事で広い視

野を持った会員に育てることが出来ます。

この様な刺激が入会歴の浅い会員の大会防止に効果があ

ると考えられます。

詳細はウェブサイトを参照

（2620地区における位置づけ）

RLI委員会・RLI運営委員会の設置

地区RLIへの参加とクラブでのRLI 形式積極活用による研

修機会の推進 

DL（ディスカッションリーダー）の養成

（クラブにおける位置づけ）

RLI委員会新設

RLIへの参加

原　兄多君

卓話

私が初めて奉仕のありがたさを知ったのは、ちょっとした行

動で誰かの人生が大きく変わるのを目の当たりにしたときの

ことでした。始まりは、地元の農村にトイレと安全な飲み水

をもたらすクラブのプロジェクトに参加したことです。現地

で活動する私たち会員と同じくらい私たちのことを信じてく

れた支援者の方がたの厚いご支援によりプロジェクトは大き

く前進し、国全体で衛生を推進し教育機会を提供するまでに

いたりました。

ロータリー財団月間である11月の今こそ、そういったご支援の

ありがたさに思いを馳せましょう。

世界中でロータリーが実施する数多くのプロジェクトの原動

力となっているのが、国際ロータリーの慈善部門であるロー

タリー財団です。ロータリー財団は、皆さまからのご寄付を

人びとの暮らしを変える奉仕活動に役立てています。ポリオ

根絶という目標に向かって邁進できるのも、具体的な成果を

出す行動によって平和推進を率先して行えるのも、重点分野

のプロジェクトがどのような変化をもたらすかを示せるの

も、財団の支援があればこそです。

財団によって実現できたプロジェクトの直近の例をいくつか

見てみましょう。

Guatemala La Reformaロータリークラブ（グアテマラ）とCalgary

ロータリークラブ（カナダ、アルバータ州）は、80,000米ドル

のグローバル補助金により、看護師や農村の医療従事者が子

宮頸がんの予防と治療について訓練を受けられるようにグア

テマラの七つの地域で講習会を企画し、持続可能な病院・医

師の紹介システムを導入する大規模な計画を実施しました。

Villa Real de Tegucigalpaロータリークラブ（ホンジュラス）と

Waldo Brookside-Kansas Cityロータリークラブ（米国ミズーリ

州）が提唱した169,347ドルのグローバル補助金のおかげで、

ホンジュラスでは20軒を超える病院が医療従事者のための個人

用防護具（PPE）の提供を受けました。

Cotonou Le Nautileロータリークラブ（ベナン）とTournai 

Haut-Escautロータリークラブ（ベルギー）は、ベナンのソウェ

にある児童施設に関連した環境に優しいパーマカルチャーを

実践する小規模農場で農業研修を提供しました。次世代の農

家が経済的に自立できるようにするための研修です。

私はよくロータリー財団をタージマハルに例えます。タージ

マハルはひとりの男性がひとりの女性に抱いた愛を後世に伝

えるモニュメントですが、財団は私たちの全人類に対する愛

情を表しつづける、命の通ったモニュメントなのです。

今月は、そんな財団にあらゆるクラブが関心を寄せてほしい

と思います。世界中のロータリアンをつないで、私たちみん

なの情熱を糧に人びとの暮らしを変えるプロジェクトを生み

出すのは財団なのですから。ぜひrotary.org/donateを訪問して

ください。ほかの何より熱心に取りくんでいるプログラムを

直接支援することができます。

皆さまのロータリーへのご支援に心から感謝いたします。

ロータリーがもっと行動し、もっと成長することができるの

は皆さまのおかげです。今月、今年、そしてそれ以降も、み

んなの人生を豊かにするために奉仕していく中で、この大切

なレガシーを今後も守っていきましょう。

私は妻のラシとともに200キロの距離を車で旅して、ドゥルガ

プルのMission Hospitalで治療を受けているパキスタン出身の

方をお見舞いしました。彼のご母堂の言葉です。「息子はパ

キスタンで生まれましたが、インドで命を助けられました。

ロータリーのおかげです」

R I会長メッセージ


